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編集委員

図書館に転属 し毎日、数 々の新 しい本 ・雑

誌 と出会 うことがで きることとなりました。

果たして よく読むようになったかどうかは別
の話、自分でも困ったものと思っています。

利用者と一口で言ってもこれもまた幅が広い。

学生 ・大学院生、教職員、通信教育部生、科

F1等履修牛や地域社会の一般社会人、高等学

校生等、峙代のニーズに応 えるために在学生
が利用頻度の低いとき開放 し、利用 していた

だいています。

図書館は、利潤を生み出す ところではなく、
かな1〕なお金を費や してい きます.有 形無形

な形で利用者に、少なからず ともフ で一ドバ

ックされていると確信はしていますが、図書 ・

雑誌に関 し大学当局、企業サ イ ドは どの よう
に思っているか聞いてみたいところです。

「利用者のみなさん!!」、みなさん自身が図

書館を運営 しているという意識で、約14ユ万冊
の蔵書を有する図書館を是非利用 してください。

「図書館 カー ドは、お持ちで しょうか?」 お

持 ちでない方は、図書館3階 閲覧カウンター
で発行いたしますので、お立ち寄 りください。

みなさんに一番身近な、文庫 ・新害本は、継

続購入 してお り最新版を読むことが可能です.
また、みなさんも毎週 日曜 日にご覧 になっ

たこともあると思いますが、新聞書評 を参考

にして、今、話題の図書 を購入しています.

是非お立ち寄 りいただきましてご一読ください。

最後に先生方におかれましては、学生時代
に図書館を利用 し、資料収集等を始めとして、

論 文執筆に励 まれた経験 ・体験談を、学生 ・
大学院生にお話いただ き、図書館 を活用 し、

研究活動を行 ってい くようご督励方お願 い申
し上げます。

(KY)

編集後記

編集委員
「香散見草」36号 の発行にあたり、快 くご寄

稿 くださいました皆さまに厚 く感謝いた しお

礼申しあげ ます。

夏期休暇も終わり後期授業が始まりました。
中央図書館では、利用者教育の一貫 として

蔵書展{美 しい本の世界)、 データベース体

験講座 などを催 し、大学図書館 としてより多

くの方々にご利用、ご活用いただけるよう努

力 してお ります。

皆様のご来館をお待ちしてお ります。

(S,T)

編集委員
「香散見草」36号 は教職員、本学在学生の方々

にご協力いただき、無事に刊行することがで

きました,編 集担当者一同、心か らお礼 を申
し上げます。

諏訪野先生の文章を読 ませていただき、私
も大学生時代に思わせぶ りな訳 に魅かれて、

サ リンジャーの 『ライ麦畑でつか まえて』の

原著 を読みは じめ、途中でやめてしまったの
を思いだしました、同 じように子 どもの頃に

は理解できず、最後まで読 まなかった本に 『星

の王子 さま』があ ります。図書館で新訳 をか

りて読 んでみたのですが、人牛について考え
させ られる内容で、やは りあの頃の私 には難

しかつた と変に納得 して しまいました。

読書の秋、『ライ麦畑でつかまえて』にもう
一一度挑戦 しようと思います。

(M,D

編 集 委 員

「帰 っ て きた ん だ!」 と13年 ぶ りに館 報 の原

稿 を見 なが ら、 感 慨 に浸 って い ます。

た だ 、 図 書 館 は こ の1{〕年 で 情 報 化 の 波 を う

け 急 激 な 変 化 を遂 げ て い ま した.利 用 者 と し

て 随 分 便 利 に な っ た もの だ と思 って い た の で

す が 、 利 用 され る 側 に改 め て 立 って 、 この 変

貌 ぶ りに戸惑 う 自分 が い る の も確 か で す。

1一脳 の リハ ビ リや るぞ!」 と パ ソコ ン を前 に

意 気 込 む 自分 に 「目」 と 「頭 」 とが つ い て き

ませ ん 。

「うん ・ ・ん?!ま さか 」 「や っ ぱ り」 「あ ・

あ 一 ・」

ゆ っ く り、 急 い で 、 他 の 課 員 の 後 姿 が 見 え

る よ う に 頑 張 る しか な い か と思 う今 日 この 頃

で す 。

(E.N)



近畿大学中央図書館報 香散見草36号

2007年1O月 発行

編集 ・発行 近畿大学中央図書館

〒577-8502東 大阪市小若江3丁 目4番1号

TELω6〕6721-2332


